
平成 26 年 4月 16 日

北 海 道 防 衛 局 

別 海 町 

矢臼別演習場・風蓮川水系土砂流出対策等に関する 

最終調査報告書の公表について 

北海道防衛局及び別海町は、イトウ等魚類の繁殖及び生息状況並

びに土砂流出の実態等を踏まえた土砂流出対策施設の下流地域社会

及び河川生物への影響について検討を行うことにより、流域の環境

保全に配意した土砂流出対策に資するための提言を得ることを目的

として、平成２０年５月、土砂流出、魚類生態、自然環境等の有識

者で構成された矢臼別演習場・風蓮川水系土砂流出対策等検討委員

会を設置しました。 

同委員会において、平成２０年７月に第１回の検討委員会を開催

して以来、約５年半にわたり８回の検討委員会による議論を経て、

平成２６年３月、「矢臼別演習場・風蓮川水系土砂流出対策等に関す

る最終調査報告書」が取りまとめられ、北海道防衛局及び別海町に

対し同報告書が提出されました。 

同委員会では地元地域及び社会的にも関心が高い環境保全に関す

る検討を行ってきたことから、北海道防衛局及び別海町としてはこ

れまで第 1 回の委員会開催から公開としてきたことを踏まえ、本報

告書をホームページに掲載し、公表することとしたものです。 

なお、公表に当たっては、重要な種の保護の観点から、環境省に

おいて取りまとめられた「環境影響評価図書のインターネットによ

る公表に関する基本的な考え方」（平成 24 年 3 月）を踏まえ、イト

ウ等の希少生物の生息地の特定が可能となる地図等については、同

委員会の了解を得た上で、確認地点を非表示としていることを御了

承願います。 
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5.1.2  イトウ調査位置

 イトウの生息調査を図 5-2に示す。

図5-2 イトウ生息調査位置図

図5-3 稚魚降下調査位置図(玉川1号ダム）

※重要な種の保護の観

点から、確認地点は表

示していません。
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図5-4 稚魚降下調査位置図(楓沢2号ダム）

図5-5 稚魚降下調査位置図(樺沢2号ダム）

（1）産卵床調査方法

 河川踏査により，3河川において4月3日～5月17日まで概ね1回/3日の頻度で産卵床形成位

置を確認した。 

 河川踏査は二人一組で行い，各河川の風蓮川合流点を調査開始地点とし，調査区間上流
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端を調査終了点とした。写真-2.1に示すように，産卵床の判別は原則偏光グラスを用いた

水上からの目視観察とし，判断が困難な場合のみ産卵床を掘って卵の有無を確認した。 

写真- 5.1 産卵床調査風景（平成24年4月楓沢） 

 産卵床を確認した場合，産卵床の位置をGPS※）にて記録した。また重複確認を防ぐため，

各産卵床の近傍の地面または樹木に確認月日，確認通しNo，産室数を記入した着色テープ

を目印として固定した。 

 産卵親魚を確認した場合は確認位置をGPS にて記録し，確認時刻，雌雄，5cm 刻みでの

目視全長についても記録した。産卵行動中の場合はその旨記録し，後日，産卵床記録の際

の備考事項とした。 

図5-6 産卵床模式図

平面図 縦断面図
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（2）稚魚降下調査方法

① 設置方法設置方法，回収方法 

 流下ネットの設置位置の選定においては以下の点に留意した。 

  ▼ 横断面における設置位置は，流心を含む箇所とする一方，稚魚の斃死を防ぐため

流速が速すぎない環境とする。 

  ▼ 増水時の流下ネットの流失を防ぐため，平水時の水深が概ね30cm 以下の箇所を設

置位置とする。 

 また，流下ネットの設置及び各再設置前に流下ネット設置横断面の流量を計測し，横断

流量及び流下ネットの横断流量占有率（横断全流量に対する流下ネット通過流量割合）を

算出し，流下ネットの捕獲効率を求めることとした。 

 回収時にはイトウ当歳魚を含む流下ネットの内容物をいったんすべて取り出し，流量観

測実施後速やかに流下ネットの再設置を行った。その後，内容物の中からイトウ当歳魚，

その他の魚類を選別し，種別に捕獲尾数を記録した。 

 なお，選別したイトウ当歳魚，その他の魚類は初捕獲個体については個体写真を河川ご

とに撮影した。また，調査回ごとにイトウ当歳魚，その他の魚類をバットに移し捕獲全景

写真を撮影し，翌朝6:00 の調査終了後は，全ての個体をバットに移して総捕獲個体全景写

真を撮影した。 

 イトウ当歳魚については全長，標準体長を計測した。（なお，設置方法，回収方法は楓

沢，樺沢も同様である。） 

② 流下ネットの規模 

イトウ稚魚の捕獲には流下ネットを使用した。 

流下ネットの規格は，間口（幅：100cm，高さ：98cm），長さ（袖部350cm），フレームは

ステンレス製でネットは3mm メッシュのクレモナ製である（図 5-7，写真- 5.2～写真- 5.2

参照）。 
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図5-7 イトウ稚魚降下調査流下ネット

写真-5.2 流下ネット設置状況・玉川 写真-5.3 流下ネット捕獲状況・玉川

写真-5.4 流下ネット設置状況・楓沢 写真-5.5 流下ネット設置状況・樺沢
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③ 親魚確認調査方法 

 平成20年以前のイトウ親魚調査は、捕獲・目視調査としていたが、平成21年以降のイ

トウ親魚調査は、イトウへのストレスを考慮して目視確認としている。

 なお、目視による確認では河川内を移動しているイトウを重複してカウントする可能性

が指摘されたため、平成25年の調査では写真で記録できた個体のみをカウントするものと

した。

（3）イトウ調査結果

 平成23年にスリット化が完了した玉川、楓沢とリファレンスとしてモニタリングを継続

している樺沢における、平成19年から現在までのイトウ調査結果を以下に示す。 

 今年度（平成25年）の調査結果を昨年（平成24年度）の調査結果と比較し要約すると

ともに、参考としてトライベツ川ダムでの調査結果も併せて以下に示す。 

（4）今後のモニタリング計画

 風蓮川流域の環境モニタリングは、ダム スリット改良工事後に孵化したイトウの生息状

況を調査するために、今後は、中期、長期モニタリングを実施する計画である。 

 なお、スリット化9年後のモニタリング結果（長期1回目）から、それ以降のモニタリ

ングの実施について判断する。 

表5-1 今後の環境モニタリング計画

232425262728293031
短期モニタリング● ●●●
（スリット化後3年間実施） 123
中期モニタリング▲ ▲ ▲ ▲
（スリット化後3年毎に実施、1回目は短期モニタリングの3回目として実施） 1 2 3
長期モニタリング◆ ◆
（スリット化の9年後に実施、中期モニタリングの3回目として実施） 1

調査計画年(平成）
環境モニタリング計画
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5.1.3  イトウ調査結果

 玉川、楓沢、樺沢における現在までのイトウ調査結果を以下に示す。平成23年にスリッ

ト化が完了した玉川、楓沢とリファレンスとしてモニタリングを継続している樺沢におけ

る、平成19年から現在までのイトウ調査結果を以下に示す。 

また、今年度（平成25年）の調査結果を昨年（平成24年度）の調査結果と比較し要約す

るとともに、参考としてトライベツ川ダムでの調査結果も併せて示す。 

イトウ調査
玉川1号ダム

平成19年平成21年平成23年平成24年平成25年 備　　考

H23.3
スリット化
完了

ダム下流 1 6 10 1 3
ダム上流 1 4 58 75 79

グラフ

- 5 7 159 55

グラフ

2 9 61 46 25

グラフ

※）親魚の確認はH16～20は捕獲・目視調査を実施していたが、H21以降はストレスを与えないよう目視確認としている
　　また、平成25年の親魚確認調査は、写真で記録できた個体のみをカウントしている

項　　　　　目

イベント

稚魚降下数

産卵床数

親魚確認数
※）

5 7

159
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魚
確
認
数 H21以降は捕獲調査取りやめ

スリット化H23.3完了

スリット化H23.3完了

スリット化H23.3完了
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イトウ調査
楓沢2号ダム

平成19年平成21年平成23年平成24年平成25年 備　　考

H23.3
スリット化
完了

ダム下流 2 - 2 3 2
ダム上流 0 - 4 7 2

グラフ

- - 0 6 29

グラフ

0 - 2 11 0

グラフ

※）親魚の確認はH16～20は捕獲・目視調査を実施していたが、H21以降はストレスを与えないよう目視確認としている
　　また、平成25年の親魚確認調査は、写真で記録できた個体のみをカウントしている

項　　　　　目

イベント

稚魚降下数

産卵床数

親魚確認数
※）

0
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スリット化H23.3完了

スリット化H23.3完了
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イトウ調査
樺沢2号ダム

平成19年平成21年平成23年平成24年平成25年 備　　考

スリット化工
事
未実施

ダム下流 8 7 19 10 3
ダム上流 19 37 29 41 18

グラフ

- 274 251 394 310

グラフ

2 24 41 45 4

グラフ

※）親魚の確認はH16～20は捕獲・目視調査を実施していたが、H21以降はストレスを与えないよう目視確認としている
　　また、平成25年の親魚確認調査は、写真で記録できた個体のみをカウントしている

項　　　　　目
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親魚確認数
※）
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イトウ調査
トライベツ川ダム(参考）

平成16年平成20年平成21年平成22年平成25年 備　　考

スリット化
ダム下流の
横工の一部
撤去

H23.4下流改
修工事

ダム下流 12 16 14 13 13
ダム上流 14 15 16 4 13

グラフ

95 9 412 82 201

グラフ

10 16 27 41 10

グラフ

※）親魚の確認はH16～20は捕獲・目視調査を実施していたが、H21以降はストレスを与えないよう目視確認としている
　　また、平成25年の親魚確認調査は、写真で記録できた個体のみをカウントしている

項　　　　　目

親魚確認数
※）

イベント

稚魚降下数

産卵床数
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9
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0

10

20

30

40

50

平成16年 平成20年 平成21年 平成22年 平成25年

親
魚
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数

H21以降は捕獲調査取りやめ

スリット化H19.1完了

スリット化H19.1完了

スリット化H19.1完了
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5.2  その他の魚類調査

 魚介類調査結果は、平成25年の調査と平成20年、23年、24年の調査との比較結果につ

いて整理した。

5.2.1  魚介類調査

（1）調査地点

 ダムによる影響を把握するため、玉川第1号ダム（st.1）、楓沢第2号ダム（st.2）、樺沢

第2号ダム（st.3）について、平成23年から25年までの3年間、継続して調査を実施し

ている。

 また、平成25年は上記3ダムに加えて、常時流水がある白鳥川2号、4号ダム、西風蓮

川2号、7号ダム、熊川ダムの5ダムを加えた8ダムで調査を実施した。

（2）調査方法

 捕獲に当っては次の漁具を用いて，各調査地点合計（本川･支川，ダム下流･上流）500ｍ

の調査を行った。

   ①投網

   ②たも網，サデ網

   ③エレクトロフィッシャー

写真-5.6 作業状況
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表5-4 魚類調査結果（平成25年）

5.2.3  カワシンジュガイ調査

（1）調査概要

調査概要表 5-5、調査位置を図 5-8 各ダムでのカワシンジュガイ調査位置図 5-8に示

す。

表5-5 調査概要

調査地点 
仕様書数量 実施数量 

備  考 
時期・回数 時期・回数 

玉川1号ダム上下流 秋季：１回 11月13日

楓沢2号ダム上下流 秋季：１回 11月11日

樺沢2号ダム上下流 秋季：１回 11月13日

白鳥川2号ダム上下流 秋季：１回 11月14日

白鳥川4号ダム上下流 秋季：１回 11月14日 上流：湛水域上流

西風蓮7号ダム上下流 秋季：１回 11月12日

西風蓮2号ダム上下流 秋季：１回 11月12日 上流：湛水域上流

熊川1号ダム上下流 秋季：１回 11月14日

9月15日9月16日 9月15日9月16日9月15日9月16日

下流上流下流上流下流上流下流上流下流上流下流上流下流上流下流上流

1ヤツメウナギヤツメウナギシベリアヤツメ 1 1 1 1 1 1 1 1
スナヤツメ北方種 1 1
カワヤツメ属の一種2） 6 4 18 8 13 6 12 6 6 3 3

2 コイ コイ ヤチウグイ 4 3 3
3 ウグイ 4 4 2

ウグイ属の一種3） 14 3
4 ドジョウ フクドジョウ 43 14 38 32 60 25 3 21 28 58 14 1
5サケ サケ イトウ 2 2 2 2
6 アメマス 7 2 6 5 15 12 1 6 2 1 12 7 10 2 2 4
7 ニジマス 1 5 2 5 1

サクラマス 1 2
ヤマメ 26 11 38 11 26 14 25 5 14 14 2 10 4 2

8 トゲウオ トゲウオ トミヨ属淡水型 45 75 3 1 7 1
9 エゾトミヨ 20 24 5 2 51 35 2 1 5 1 2 28 6 2 1
10カサゴ カジカ エゾハナカジカ 1
11スズキ ハゼ ウキゴリ 19 17 7 5 13 48 1 11 37 7

モノアラガイ モノアラガイ 多数 多数
1イシガイ カワシンジュガイカワシンジュガイ属の一種3 34（2）5） 1 2 7 1 50 1
2 エビ テナガエビ スジエビ 115 84 55 86 41 多数 100以上 2 100以上30
3 アメリカザリガニウチダザリガニ 2 8 5 3 1

1）　学名、種名、配列は「河川水辺の水国調査のための生物リスト　平成24年度」に準じた。

2）　カワヤツメ属は幼魚期（アンモシーテス）における種の同定が困難なことから、当調査ではカワヤツメ属幼魚を「カワヤツメ属の1種」とした。

3）　ウグイ属は幼魚時における種の同定が困難なことから、当調査ではウグイ属幼魚を「ウグイ属の一種」とした。

4）　カワシンジュガイ属は外部形態に基づく同定が困難なことから、当調査では「カワシンジュガイ属の一種」とした。

5）　（）は殻のみ（死貝）の確認である。

西風蓮川2号ダム玉川ダム 楓沢ダム

No. 目 科 種

白鳥川4号ダム西風蓮川7号ダム 熊川1号ダム

9月15日

樺沢ダム 白鳥川2号ダム

9月16日 9月15日9月16日 9月15日
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（2）調査方法

調査対象種：カワシンジュガイ

捕獲用具：たも網

① 調査地点 

殻長5cmの個体を目安に，“同規模の個体が含まれている個体の群れ”の有・無を確認

しながら，１群を対象とした。

ダム上下流を対象に下流：１箇所，上流：1箇所～数カ所を目安とした。

ダム上流：産卵適地調査等の事前踏査の結果を参考

ダム下流：自然河道区間200～300ｍを対象

散乱している場合は，最も多い個体数を確認した地点

② 捕獲範囲  

・個体の群れ（コロニー）を中心に上下流各５ｍの全範囲を捕獲

③ 捕獲数・測定項目

・殻長（個体の貝殻の長さ）の測定，捕獲数

・捕獲数：死骸は除く

・殻 長：上限100個体/ヶ所として，個体の貝殻の長さを測定（無作為抽出）

＜写真撮影＞

種の判別（カワシンジュガイ，コガタカワシンジュガイ）のために，個体の外部形態がわ

かる写真を撮影した。

・捕獲個体に対して4枚/1個体【表，裏を2枚（そのまま：1枚，180度回転したもの：1

枚）】

④ 貝殻（死骸）の採取 

種の判別のため貝殻（死骸）を採取した。

・貝殻は乾燥するともろくなり破損するため，アルコール（消毒用）を添加したポリ袋に

入れて運搬した。

・対象はできるだけ状態の良いものとした。

・上下流で各上限50個（サイズは小さいものから大きいものまで偏り無く）とした。

写真-5.7 採取した個体



93 

⑤ その他の調査項目 

・生息・調査環境の把握のためコロニーの中心で水深，河川の幅を計測

写真-5.8 調査状況（タモ網）

図5-8 各ダムでのカワシンジュガイ調査位置
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（3）調査結果

地点別の捕獲数・生息環境等を表 5-6に示す。

また，カワシンジュガイには，コガタカワシンジュガイとカワシンジュガイがあるため，

2種の判別をおこなった。種の判別は，採取した死骸と現地で撮影した個体写真から判断し

た（参照）。

なお、カワシンジュガイはヤマメ寄生型、コガタカワシンジュガイはアメマス寄生型と

されており、今回の調査ではスリットダム上下流の往来を確認できる指標となる、カワシ

ンジュガイに着目して調査結果を取りまとめた。

調査地点別のカワシンジュガイの殻長別の個体数頻度を図に示した。

表5-6 調査結果（地点別捕獲数「種判別前」）

下流 上流1 上流2 上流 下流 上流 下流 上流 下流

調査日 11/11 11/11 11/11 11/12 11/12 11/12 11/12 11/13 11/13

川幅(m) 2.5～3 2.1 2.9 1.8～1.9 2.7 2.4～3 2.9 3 2.9

水深(cm) 25～50 37～46 34～55 24～30 12～26 32～64 13～30 12～54 28～88

河床材 砂～2cm砂～2cm砂～1cm 砂 砂～2cm 砂 砂～2cm砂～1cm砂～3cm

水温(℃) 6.1 5.8 6.1 3.6 3.6 3.7 6 3.3 2.5

測定数 99 13 29 3 0 87 66 21 35

全個体数 204 13 29 3 0 87 66 21 35

備考 参考

上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流

調査日 11/13 11/13 11/14 11/14 11/14 11/14 11/14 11/14

川幅(m) 5.1 4 2.3 2 3～3.5 5.4 5.3 6～6.5

水深(cm) 16～67 32～75 34～71 28～88 42～90 44～68 70～90 63～67

河床材 砂～3cm砂～1cm砂～1cm砂～1cm砂～1cm砂～2cm 砂 砂

水温(℃) 3.8 3.8 2.5 2.1 2.7 2.3 3.5 3.4

測定数 100 100 23 28 56 36 40 12

全個体数 373 313 23 28 56 36 40 12

白鳥川２号ダム白鳥川４号ダム熊川ダム玉川ダム

楓沢ダム 西風連７号ダム 西風連２号ダム 樺沢ダム
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表5-7 カワシンジュガイ類の外部形態による種判別結果

（4）調査結果の考察

 カワシンジュガイの幼生グロキジウムはヤマメに寄生して成長し、約1ヶ月半後0.4mm

～0.5mmになったカワシンジュガイはヤマメのエラから離れる。このようにして、カワシ

ンジュガイは河川の上流域まで運ばれることが知られている。また、カワシンジュガイは

成長が遅く、寿命が長く200年も生きるものもあり、5cmに達するのに5～20年かかると

されている。（財団法人北海道栽培漁業振興公社 育てる漁業 No.441）樺沢第2号ダム上

流は平成15年の完成後、約10年たっているため、7cm以下のカワシンジュガイがいなけ

れば魚道が活用されていないことになる。しかし、樺沢では7cm以下のカワシンジュガイ

がダム上流に生息しているため、魚道が活用されている可能性がある。

 また、白鳥2号ダムも完成から21年経過しているが、2～4cmのカワシンジュガイが観

測されている。熊川1号ダムも完成から9年経過しているが、4～6cmのカワシンジュガイ

が観測されており、魚道が活用されている可能性がある。
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図5-9 カワシンジュガイの年齢と殻長の関係（北海道）

（財団法人北海道栽培漁業振興公社 育てる漁業 No.441から抜粋）

図5-10 各ダム地点上下流のカワシンジュガイ殻長区分別生息頻度分布図(1)
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図5-11 各ダム地点上下流のカワシンジュガイ殻長区分別生息頻度分布図(2)

5.3  既設ダム周辺環境調査

 既存ダムの周辺環境への影響把握とダム改良(改修)の優先度を検討するため、ダム周辺に

生息する動物および植物について調査し、検討を行う上での基礎資料とした。

5.3.1  調査の前提条件

 調査を実施する際の前提条件を要約すると次節に示す通りであり、今回実施した調査と

過去の調査（主に平成11年度～平成15年度のダム建設前に実施）については幾つかの異

なる条件が存在する。これらの前提条件を踏まえた上で、評価を行った。

 また、平成14年時点では計画段階であった8号ダム、2号ダムで環境調査を実施してい

るが、その後ダム建設に至っていないので、本検討での評価対象からは除外した。

（1）調査範囲の相違

 平成11年度～平成15年度にかけて実施した環境調査は、ダム建設の前にダム堆砂域周

辺について実施されており、平成20年度の調査範囲であるダム周辺よりも広範囲の調査を

行っている。
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過去(H13)の調査範囲             今回(H20)の調査範囲 

図5-12 調査範囲の比較図（過去－今回樺沢第2号ダムの例）
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（2）調査時期および回数の相違

 平成11年度～平成15年度にかけて実施した環境調査は、調査時期を季節毎に合わせて

実施しており、その多くが年間2回～6回程度の実施となっている。

 一方、今回の調査は演習場内での作業可能期間が限られる中での実施となったため、11

月の1回のみの調査となっている。

 これらの2つの調査条件の違いを踏まえてデータの評価を行った。（下表に調査時期およ

び調査回数の比較表を示す）

表5-8 既存ダム周辺環境調査の時期と回数比較表（平成11～15年度－平成20年度）

調査年度調査項目 調査月 回数調査月回数
哺乳類 12月 1
鳥　類 12月 1
植　物 12月 1
哺乳類 5月,7月,11月,12月 4
鳥　類 5月,7月,10月,12月 4
植　物 5月,7月 2
哺乳類 11月 1
鳥　類 11月 1
植　物 11月 1
哺乳類 8月,12月 2 11月 1
鳥　類 8月,10月,12月 3 11月 1
植　物 8月,9月 2 11月 1
哺乳類 11月 1
鳥　類 11月 1
植　物 11月 1
哺乳類 8月,12月 2
鳥　類 8月,10月,12月 3
植　物 8月,9月 2
哺乳類 8月,9月,10月,H15.1月 4
鳥　類 8月,9月,10月,11月,12月H15.1月 6
植　物 8月,9月,10月 3
哺乳類 10月,H16.1月 2
鳥　類 7月10月,11月,H16.1月 4
植　物 － 0
哺乳類 8月,9月,10月,H15.1月 4
鳥　類 8月,9月,10月,11月,12月H15.1月 6
植　物 8月,9月,10月 3
哺乳類 10月,H16.1月 2
鳥　類 7月10月,11,H16.1月 4
植　物 7月,9月 2

H14年

H15年

H11年

H12年

-

H13年

西風蓮川
第７号ダム(魚道）

西風蓮川
第１３号ダム

楓沢
第２号ダム

樺沢
第２号ダム(魚道）

H13年は熊川第1
号と同時期に調
査を実施

樺沢第2号と同時
期に調査を実施

三郎川
第８号ダム
（計画）

三郎川
第２号ダム
（計画）

H14年

H15年

玉川
第１号ダム(魚道）

熊川
第１号ダム(魚道）

-

H13年

H20年度調査既往調査
備　　考20
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5.3.2  調査地点および調査日

（1）平成20年度調査地点（哺乳類、鳥類、植物）

 調査地点は、魚介類調査地点と整合を図り、以下の通りとした。

1) 玉川第1号ダム

2) 楓沢第2号ダム

3) 樺沢第2号ダム

（2）調査日（哺乳類、鳥類、植物）

 平成20年度に実施した調査日を以下に示す。なお、環境調査は、平成20年11月4日～

6日の間に全ての調査を行った。

（3）哺乳類

捕獲調査： 11月4日～7日

痕跡調査：玉川：11月5日 楓沢：11月6日 樺沢：11月7日

（4）鳥 類

玉川： 11月4日，5日 楓沢： 11月4日，6日 樺沢：11月5日，6日

（5）植 物

玉川，楓沢，樺沢： 11月5日

5.3.3  着目すべき種の選定（哺乳類、鳥類、植物）

着目すべき種の選定は、環境庁(省)レッドデータブック(リスト)、北海道レッドデー

タブック他を参照した。

5.3.4  哺乳類調査

（1）調査方法

1）捕獲調査 

 小型哺乳類（ネズミ類，トガリネズミ類）を対象として，各ダムにつき，No.1河畔林及

び湿地（ダム下流部の自然河川部） No.2草地（ダム直下流部の改変部） No.3樹林部（ダ

ム上流の丘陵部）の3調査地点を設定した。

 調査地点毎に，はこわな（シャーマントラップ）5個，墜落函 5個（各合計45個）を3

昼夜設置した。捕獲確認作業は，調査地点毎に，1昼夜につき1回以上行った。

 シャーマントラップのエサはピーナッツを使用し，墜落函ではエサは使用しなかった。

2）痕跡調査 

 中・大型哺乳類を対象として，調査範囲を調査し，足跡，糞，食痕等の確認及び種の目
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撃等により生息の確認を行った。

 調査に当たり「鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可申請」を環境省（種類：トウ

キョウトガリネズミ）及び北海道（種類：トウキョウトガリネズミを除くネズミ科，トガ

リネズミ科）に行い，許可後調査を実施した。

3）調査結果 

 捕獲調査では，トウキョウトガリネズミ，ヒメトガリネズミ，バイカルトガリネズミ，

エゾヤチネズミ，ミカドネズミ，エゾアカネズミの6種を確認した。

 痕跡調査では，キタキツネ，イタチ類，エゾシカ，エゾユキウサギの4種を確認した。

 着目すべき哺乳類は，玉川（No.3）で捕獲された，トウキョウトガリネズミ1種である。

 指定内容は北海道レッドリスト・絶滅危急種(Vu)，環境省レッドリスト･絶滅危惧Ⅱ類

(VU)である。

表5-9 捕獲哺乳類結果一覧

表5-10 哺乳類確認結果一覧

目 科 種 亜種 玉川 楓沢 樺沢 合計

食虫トガリネズミ チビトガリネズミ トウキョウトガリネズミ 1 0 0 1
ヒメトガリネズミ 2 1 0 3
バイカルトガリネズミ 1 1 0 2

齧歯目ネズミ タイリクヤチネズミ エゾヤチネズミ 21 13 9 43
ヒメヤチネズミ ミカドネズミ 4 1 2 7
アカネズミ エゾアカネズミ 2 9 4 15

31 25 15 71
6 5 3 6

捕獲数合計

種数合計

目 科 種 亜種 玉川楓沢樺沢

食虫トガリネズミチビトガリネズミ トウキョウトガリネズミ●

ヒメトガリネズミ ●●

バイカルトガリネズミ ●●

食肉イヌ キツネ キタキツネ ●

イヌ（注） △

イタチ イタチ類 ●●●

偶蹄シカ ニホンジカ エゾシカ ●●●

齧歯ネズミ タイリクヤチネズミ エゾヤチネズミ ●●●

ヒメヤチネズミ ミカドネズミ ●●●

アカネズミ エゾアカネズミ ●●●

兎 ウサギ ユキウサギ エゾユキウサギ ●

9 7 6 ;着目種種数合計　(注）
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図5-13 哺乳類調査結果概要図

5.3.5  鳥類

（1）調査方法

 ラインセンサス法により調査を行った。ルートはダム毎に１ルート（距離：1.2～1.4km

程度）を設定した。

 ラインセンサス法：調査区間内に設定したルートを時速 2～3km程度で歩き，ルートの

片側25ｍ（両側 50ｍ）に出現した種と個体数を記録した。なお，範囲を超える場所で確認

した鳥類についても同定が可能な限り記録を行った。

（2）調査結果

1）玉川 

 ラインセンサスでは11種，他の調査時に1種の合計3目9科12種が確認された。

 着目すべき種は，オジロワシ(北海道レッドリスト絶滅危惧種(En)、環境省レッドリスト

絶滅危惧ⅠB類(EN))が確認された。

2）楓沢 

 ラインセンサスでは12種，他の調査時に4種の合計3目13科16種が確認された。

着目すべき種は，ヤマセミ(北海道レッドリスト希少種(R))が確認された。

3）樺沢 

 ラインセンサスでは，13種，他の調査時に1種の合計4目11科14種が確認された。

 着目すべき種は，タンチョウ(北海道レッドリスト絶滅危惧種(En) 環境省レッドリスト絶

滅危惧Ⅱ類(VU))が確認された。

 なお，ダム直下ではタンチョウの足跡や糞が確認された。
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表5-11 確認鳥類一覧

△：ラインセンサス法による調査以外の調査時に確認した種類

表5-12 ラインセンサス結果

玉川 楓沢 樺沢
タカ タカ トビ ○ ○

オジロワシ ○ b.c.f.m.u
ノスリ △ ○

ツル ツル タンチョウ △ a,c,f,n
ブッポウソウカワセミ ヤマセミ ○ h
キツツキキツツキアカゲラ ○ △ ○
スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ ○ △

ミソサザイミソサザイ △ ○
ツグミ ツグミ ○ ○ ○
ウグイス キクイタダキ ○
エナガ エナガ △ ○
シジュウカラハシブトガラ ○ ○ ○

ヒガラ ○
シジュウカラ ○ ○ ○

ゴジュウカラゴジュウカラ ○ ○ ○
ホオジロ アオジ ○ ○
アトリ マヒワ ○ ○ ○

オオマシコ ○
カラス カケス ○

ハシボソガラス ○ ○
ハシブトガラス ○ ○ ○

3目9科12種3目13科16種4目11科14種

科 種目 着目種指定内容

3目3科3種5目14科21種

調査地点

種名 11月4日11月5日 11月4日11月6日 11月5日11月6日
トビ + 1 0.4 2.2
オジロワシ +
ノスリ 1 0.4 2.2
ヤマセミ 1 0.4 1.8
アカゲラ 1 0.4 1.6 1 0.4 2.2
ヒヨドリ 1 0.4 1.6
ミソサザイ 1 0.4 2.2
ツグミ 16 6.2 25.8 9 3.2 16.4 10 4.2 21.7

キクイタダキ 1 0.4 1.8
エナガ 2 0.8 4.3
ハシブトガラ 3 7 3.8 16.1 8 16 8.6 43.6 7 6 5.4 28.3
ヒガラ 5 1.8 9.1
シジュウカラ 1 2 1.2 4.8 2 0.7 3.6 1 5 2.5 13.0
ゴジュウカラ 1 0.4 1.6 4 1.4 7.3 1 0.4 2.2
アオジ 1 1 0.8 3.2 3 1.3 6.5
マヒワ 10 14 9.2 38.7 2 0.7 3.6 +

オオマシコ 4 1.4 7.3
カケス 2 0.8 3.2
ハシボソガラス 1 0.4 1.8 +
ハシブトガラス 1 1 0.8 3.2 2 + 0.7 3.6 5 2 2.9 15.2

36 26 23.8 100.0 14 41 19.6 100.0 20 26 19.2 100.0
3目9科11種 3目8科12種

樺沢　調査距離：1.2km
調査日 調査日 調査日

n/kmdom (%)

注：　+はセンサス範囲（片側25m）外での確認、n/km＝1km当たりの出現個体数、dom(dominance)＝優占度の略。　

玉川　調査距離：1.3km 楓沢　調査距離：1.4km

dom (%)n/km

3目10科13種

n/kmdom (%)

4目13科20種
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図5-14 鳥類調査結果概要図

5.3.6  植物

（1）調査方法

 ①植生調査：カラー空中写真（平成15年度矢臼別演習場空中写真撮影及び図化調査業

務・ 平成15年10月7日撮影）の判読と現地踏査により，調査範囲（各ダム500ｍ

×500ｍ）の植生区分を行った。

 ②植物相調査：調査範囲内を踏査して高等植物の出現種の記録を行った。 

（2）調査結果

 調査の結果，3箇所のダムにおける植生区分は，以下の8区分であった。

①ミズナラ・シラカンバ林②ハルニレ林③シラカンバ林④ハンノキ林⑤ヨシ・スゲ草

原⑥ササ草原 ⑦オオヨモギ・クサヨシ草原⑧カラマツ植林

 また，確認された植物は合計28科55種であり，このうち，着目すべき植物は2科5種

であった。

玉 川： 植生は5区分，確認種は32種であった。着目すべき種は，ヤマハマナス（カ

ラフトイバラ），エゾシモツケ，ホザキシモツケ，ネムロブシダマ，ベニバナ

ヒョウタンボクの5種であった。

楓 沢： 植生は6区分，確認種は38種であった。着目すべき種は，ヤマハマナス（カ

ラフトイバラ），エゾシモツケ，ホザキシモツケ，ネムロブシダマ，ベニバナ

ヒョウタンボクの5種であった。

樺 沢： 植生は5区分，確認種は34種であった。着目すべき種は，ヤマハマナス（カ

ラフトイバラ），ホザシモツケの2種であった。
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 平成13年との比較：確認種数は100種以上少ない（平成13年調査では50科143種が

確認され，このうち着目すべき種は13種であった。）が，これは調査範囲の違いと，調査

時期の違いの影響が大きいと考えられる。

図5-15 植物調査結果概要図
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表5-13 確認植物目録

科名 種名 環境庁RDB 環境省RDL 北海道RDB

1バラ ヤマハマナス - - 希少種
2バラ エゾシモツケ 絶滅危惧IB類絶滅危惧Ⅱ類-
3バラ ホザキシモツケ 絶滅危惧Ⅱ類- -
4スイカズラ ネムロブシダマ 絶滅危惧Ⅱ類絶滅危惧Ⅱ類-
5スイカズラ ベニバナヒョウタンボク 絶滅危惧Ⅱ類絶滅危惧Ⅱ類-

科名 和名 学名 玉川楓沢樺沢着目帰化
1ﾄｸｻ ﾄｸｻ Equisetumhymale ●
2ｾ゙ﾝﾏｲ ﾔﾏﾄ゙ﾘｾ゙ﾝﾏｲ Osmundacinnamomeavar. fokiensis ●
3ｺﾊ゙ﾉｲｼｶｸ゙ﾏ ﾜﾗﾋ゙ Pteridiumaquilinumvar. latiusculum ● ● ●
4ﾐｽ゙ﾜﾗﾋ゙ ｸｼ゙ｬｸｼﾀ゙ Adiantumpedatum ●
5ｵｼﾀ゙ ｵｼﾀ゙ Dryopteriscrassirhizoma ● ● ●
6ﾒｼﾀ゙ ｸｻｿﾃﾂ Matteucciastruthiopteris ●
7ﾔﾅｷ゙ ｵﾉｴﾔﾅｷ゙ Salixsachalinensis ●
8 ｹﾔﾏﾊﾝﾉｷ Alnushirsuta ● ● ●
9 ﾊﾝﾉｷ Alnusjaponica ● ● ●
10 ｼﾗｶﾝﾊ゙ Betulaplatyphyllavar. japonica ● ● ●
11ﾌ゙ﾅ ﾐｽ゙ﾅﾗ Quercusmongolicassp. crispula ● ● ●
12 ﾊﾙﾆﾚ Ulmusjaponica ● ●
13 ｺﾌ゙ﾆﾚ Ulmusjaponicaf. suberosa ●
14ｲﾗｸｻ ｴｿ゙ｲﾗｸｻ Urticaplatyphylla ●
15ｷﾝﾎ゚ｳｹ゙ ｻﾗｼﾅｼｮｳﾏ Cimicifugasimplex ● ●
16ｵﾄｷ゙ﾘｿｳ ｵﾄｷ゙ﾘｿｳ Hypericumerectum ●
17ｱﾌ゙ﾗﾅ ｵｵﾊ゙ﾀﾈﾂｹﾊ゙ﾅ Cardaminescutata ●
18ﾕｷﾉｼﾀ ﾉﾘｳﾂｷ゙ Hydrangeapaniculata ● ●
19 ﾔﾏﾊﾏﾅｽ Rosadavurica ● ● ● ◎
20 ｴｿ゙ｲﾁｺ゙ Rubusidaeusvar. aculeatissimusf. concolor ●
21 ｴｿ゙ｼﾓﾂｹ Spiraeamediavar. sericea ● ● ◎
22 ﾎｻ゙ｷｼﾓﾂｹ Spiraeasalicifolia ● ● ● ◎
23ﾏﾒ ｼﾛﾂﾒｸｻ Trifoliumrepens ● ● 帰
24ﾐｶﾝ ｷﾊﾀ゙ Phellodendronamurense ● ● ●
25 ｶﾗｺｷ゙ｶｴﾃ゙ Acerginnalavar. aidzuense ●
26 ｴｿ゙ｲﾀﾔ Acermonovar. glabrum ●
27ﾆｼｷｷ゙ ﾂﾙｳﾒﾓﾄ゙ｷ Celastrusorbiculatus ●
28ｳｺｷ゙ ﾊﾘｷ゙ﾘ Kalopanaxpictus ● ●
29 ﾔﾁﾀ゙ﾓ Fraxinusmandshuricavar. japonica ● ● ●
30 ﾊｼﾄ゙ｲ Syringareticulata ● ● ●
31ｱｶﾈ ﾎｿﾊ゙ﾉﾖﾂﾊ゙ﾑｸ゙ﾗ Galiumtrifidumvar. brevipedunculatum ●
32 ｹﾖﾉﾐ Loniceracaeruleassp. edulis ● ● ●
33 ﾈﾑﾛﾌ゙ｼﾀ゙ﾏ Lonicerachrysanthavar. crassipes ● ● ◎
34 ﾍ゙ﾆﾊ゙ﾅﾋｮｳﾀﾝﾎ゙ｸ Loniceramaximowiczii var. sachalinensis ● ● ◎
35 ｴｿ゙ﾆﾜﾄｺ Sambucusracemosassp. kamtschatica ●
36 ｾｲﾖｳﾉｺｷ゙ﾘｿｳ AchilleamillefoliumL. ● 帰
37 ﾔﾏﾊﾊｺ Anaphalismargaritacea ●
38 ｵｵﾖﾓｷ゙ Artemisiamontana ● ● ●
39 ﾖﾌ゙ｽﾏｿｳ Cacaliahastatassp. orientalisvar. orie ● ●
40 ｱｷﾀﾌ゙ｷ Petasitesjaponicusvar. giganteus ● ●
41 ﾊﾝｺ゙ﾝｿｳ Seneciocannabifolius ● ● ●
42 ｵｵｱﾜﾀ゙ﾁｿｳ Solidagogiganteaait.var.leiophyllafernald ● ● 帰
43 ﾋﾒｼ゙ｮｵﾝ Stenactisannuus ● 帰
44 ｲ Juncuseffususvar. decipiens ● ●
45 ｸｻｲ Juncustenuis ●
46 ｲﾜﾉｶ゙ﾘﾔｽ Calamagrostislangsdorffii ● ● ●
47 ｶﾓｶ゙ﾔ Dactylisglomerata ● 帰
48 ﾋﾛﾊﾉﾄ゙ｼ゙ｮｳﾂﾅｷ゙ Glycerialeptolepis ●
49 ｽｽｷ Miscanthussinensis ● ●
50 ｸｻﾖｼ Phalarisarundinacea ● ● 帰
51 ｵｵｱﾜｶ゙ｴﾘ Phleumpratense ● ● 帰
52 ﾖｼ Phragmitesaustralis ● ● ●
53 ｵｵｸﾏｻ゙ｻ Sasachartacea ● ● ●
54 ｵｵｶｻｽｹ゙ Carexrhynchophysa ●
55 ｸﾛｱﾌ゙ﾗｶ゙ﾔ Scirpussylvaticusvar. maximowiczii ● 帰：帰化種

計28科 55種 32種38種34種5種7種

ｲｸ゙ｻ

ｲﾈ

ｶﾔﾂﾘｸ゙ｻ

ｶｴﾃ゙

ﾓｸｾｲ

ｽｲｶｽ゙ﾗ

ｷｸ

ﾊ゙ﾗ

ﾆﾚ

ｶﾊ゙ﾉｷ
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5.3.7  既存ダム周辺環境結果の考察

既存ダムが周辺環境に影響を与えているかを判定するためには、ダムの建設前後に

同様の条件で環境調査が行われた結果を評価することが望ましい。

しかし、前述したように範囲や時期などの調査条件を揃えた上で、ダム建設前後に

環境調査を実施したデータはない。その点を踏まえて、環境調査の結果を考察する。

（1）調査時期とダム竣工年の関係

 環境調査実施時期とダム竣工年度から、各ダムにおいてどのような時期に環境調査を行

ったかを調べた。その結果、ダム竣工後に環境調査が行われたケース及び、竣工前に環境

調査を実施したケースを以下に示す。（表 5-14～表 5-16参照）

◆ダム竣工後に環境調査したダム ：楓沢第2号ダム、玉川第1号ダム

（2ダム）

◆ダム竣工前に環境調査したダム ：西風蓮川第7号ダム、西風蓮川第13号ダム、熊

川1号ダム

（3ダム）

◆ダム竣工前後に環境調査したダム：樺沢第2号ダム

（1ダム）

◆環境調査を実施していないダム ：西風蓮川第2号ダム、残流域第2号ダム、残流

域第3号ダム、残流域第6号ダム、試験ダム、白鳥川第2号ダム、白鳥川第4号ダム

三郎川第1号ダム、三郎川第7号ダム

（9ダム）

（2）樺沢第2号ダムの環境調査結果

 上述したとおり調査範囲や回数、時期などが異なるが、ダム竣工前後に環境調査を実施

しているダムは、樺沢第2号ダムである。（平成20年度の調査は、動物、植物とも11月に

実施）

 そこで、次節では樺沢第2号ダムに着目し、ダム建設前後に実施された環境調査結果を

もとにダムによる影響を考察する。（表 5-14～表 5-16の□を参照）

1）哺乳類 

 哺乳類は、確認種が11種から6種に減少しているが、H13年12月の冬季調査結果と比

較すると確認種の種類は異なるが、その数は6種類と同じであり、ダムによる影響は大き

くないものと考える。

 また、着目種が1種減少しているが、平成13年の調査では着目種としたニホンイイズナ

が、現在では北海道に生息する場合、キタイイズナ（エゾイタチ）とされ、着目種から除

外されているためである。
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2）鳥類 

 鳥類は、確認種が24種から14種に減少しているが、調査回数（H13：3回、H20：1回）

の差が大きく影響していると考えられる。

 そこで、平成13年の調査結果の内、10月と12月の調査に着目すると、それぞれ10月：

14種、12月：6種とあり、平成20年の調査結果とほぼ同様の数字となる。これらの点を

踏まえた上で現状を評価すると、ダムによる影響はほとんど無いものと考えられる。

3）植物 

 植物に関しては確認種、着目種とも大幅な減少傾向が認められるが、これは流出土砂量

が比較的多いことも要因の一つとして考えられる。

 しかし、動物とは異なり移動しない植物の調査は、調査範囲の影響を強く受ける。この

点を注意して平成13年の調査結果を確認すると、ダム施工前の調査でも大半の着目種が今

回の調査範囲の対象外とした計画堆砂域上流側であることが分かった。

 ここでは、2時期の確認種や着目種の減少結果は調査範囲の違いが主な原因であり、ダム

による植物への影響ではないと考えるのが妥当と思われる。
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図5-16 着目すべき植物の確認位置図（平成13年樺沢）



110 

表5-14 哺乳類調査結果

表5-15 鳥類調査結果

H20調査の結果はラインセンサス法による調査以外の調査時に確認した種類を含む

表5-16 植物調査結果

（青字はH11～15年調査グループの結果、赤字がH20調査グループの結果）

（3）調査時期を2グループに分けた場合の流域同士の比較

 ダム毎に施工前後の環境調査結果を比較するのは困難であるが、矢臼別演習場内の風蓮

川支渓同士の環境状況は比較可能と考えた。

 そこで、平成11～15年の調査グループと平成20年の調査グループに分けて比較した結

果を表 5-17、表 5-18に示す。

確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目

西風蓮川第７号ダム（魚道） 1 0
西風蓮川１３号ダム 6 1
楓　沢 第２号ダム 7 0
樺　沢 第２号ダム(魚道） 11 1 6 0
玉　川 第１号ダム(魚道） 9 1
熊　川 第１号ダム(魚道） 9 1

H11年度H12年度H13年度H14年度流域名 ダム名 H20年度H10年度以前

調査年度
H15年度H16年度

H2～H5施工

H5～H6施工

確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目

西風蓮川第７号ダム（魚道） 16 1
西風蓮川１３号ダム 38 1
楓　沢 第２号ダム 16 1
樺　沢 第２号ダム(魚道） 24 0 14 1
玉　川 第１号ダム(魚道） 12 1
熊　川 第１号ダム(魚道） 24 3

流域名 ダム名 H20年度H10年度以前

調査年度
H15年度H16年度H11年度H12年度H13年度H14年度

H2～H5施工

H5～H6施工

確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目確認着目

西風蓮川第７号ダム（魚道） 49 2
西風蓮川１３号ダム 97 11
楓　沢 第２号ダム 38 5
樺　沢 第２号ダム(魚道） 143 13 34 2
玉　川 第１号ダム(魚道） 32 5
熊　川 第１号ダム(魚道） 121 11

：ダム施工期間

流域名 ダム名 H20年度H10年度以前

調査年度
H15年度H16年度H11年度H12年度H13年度H14年度

H2～H5施工

H5～H6施工














































